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Ulu広lH声rn埋麗文化財センター是)1 1 本構想jが策定され、是) 11録文館の建設 主文化財の多くは木製品でした.木製昂

縄文館の概要についとお伺いします. に着手し、平成23年に開館しました. には漆塗りのものが多く、考古掌的にも

(..)) \戸市埋麓文佑財包ンター是川 施設の大きな機能に2つがあります. 重要広縁所に怒っています.その繁晴ら

縄文館{以下、是川縄文館H彦、国の史跡 1つが是川選釦や風張漕iðiを遇して圏内 しい出主昂を展示するに当たり、常設展

である是川澄鯨に隣接され、縄文出土昂 でも有名な八戸の慢れた縄文文化を発 示の構成では2つの往を老えました.

を現婚で見学いただける施設です.これ 信すること、もう 1つは埋趣文化財包ン 1つ目が美術工芸畠の緩怠展示手法を

まで是川週節の施設として、是川考古館 ターですので市内の埋趨文化財の発掘・ 取り入れ、来館者へじっくりと見て頂さ

(昭和38年建設〉、八戸市歴史民俗資料 調査研究、出主文化財の記録・聾建保得 たいスペースと、もうひとつが発絹現場

館(昭和50年建設に八戸市縄文学習館(平 主主どを行い主主がら、市民への教育普~活 の再現をイメージさぜ、漕錨iの縁寺を掌

成6年建設)がありましたが、館設が狭い 動を行っています. ペるスペースです.さらに国宝の含怠土

上、老朽化も深刻に怠り、環焼の整った (**1是)1 1縄文館の特長につい亡お伺 備を展示する専用の鶴屋f菌室展示室j

保寄と展示施設が求められことにはり いします. を設け、多くの来館者を勉ヲしています.

ました.平成9~にI是川縄文の皇霊備基 [lJ!穆]是川遺跡I~低湿地だったため出 常設展示には憲新の調査研究の報告も

可掘成果や体験交流等を通した
文文化の発信
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最示し、市民や来館蓄がハ声の勉刀を再

発見し、誇りや蜜着が感じられるように

努め、埋鵡文化財の重要性を伝えていま

す.

[*2依}館の体制についてお伺いします.

(..1是川縄文館は埋鵡文化銅色ンタ

ーですので、埋蔵文化財の保鍵と調琶・

研究、公開活用を担っており、2つのクル

ープで梅成されています. 1つは縄文の

里整備抱進グループで、展示や教胃普及

を担当、もう 1つの埋鵡文化財グループ

は漕跡の発揮調査を担当しています.

[家志]絡設作りに、警えたこと(配慮し

たこと、新しく採用したこと)は伺だった

のさしょうか?

[字.J是川遺跡に隣緩する施設として

の符徴をどのように出すかということ

がひとつのポイントでした.展示lふ縄

文の美をどのようにみせるかということ、

また国重である合穆主偶をどう象徴的

に見せていくかということもいろいろ

倹討した点です.集8面ではより多くの

方に利用して欲しいと患い、親しみゃ楽

しんで過ごしてもらうように、力フ工や

ミュージアムショッブも併設されてい

ます.

さらに是川縄文館には約50gのボラ

ンティアが登録されています.館内外の

ガイドやさまざまな体儀講座の指導に

携わって頂いています.

[*2広]今回のテーマël~ ， r感動さきる

利用者サービスの工夫J;を挙げどいます.

賓館での取り組みを教えさ下さい.

[lJ!II]当龍!ま是川遺跡、風張遁師lなどの

発掘成集をふまえた展示や体験交流等

を過して、優れた縄文文絡を発信してい

きます.また八声市内の漕臨から出土し

た各時代の埋蔵文化財の積極的怠公開・

活用に努め、埋灘文化財保護の重要性を

伝えていきたいと思います.

さらに現在、北海道と北東北三県によ

る縄文遺跡事草の世界文他遺産登録をめ

ざした取り組みが進んでいます.世界に

是} 11遺跡等の・れた縄文文化を発信し

ていく大き信機会ととらえています.

(**1本日I~質量はお誌をいただき、あ

りがとうございました.

鎗鎗織示室

-主民示盆 組怠文化a首センターの敏資.&'の国自明パネル

。


